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＜経営概況説明＞

強い三井化学グループを目指して
～機能性材料分野の拡大加速～

強い三井化学グループを目指して
～機能性材料分野の拡大加速～

２００５．１１．１６

三井化学株式会社

社長 藤吉 建二
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１．０５年度事業環境トピックス
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０１中計
三井化学グループの

更なる拡大と成長

９８中計
合併効果の
早期実現

０４中計
事業構造の変革と

収益力強化

０４中計
事業構造の変革と

収益力強化

量的拡大から質的拡大への転換
・事業の選択と集中
・機能性材料分野の拡大・成長
・石化・基礎化分野の収益力強化

三
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化
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誕
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＜連結経常利益＞

（単位：億円）

年度
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700

（目標）

成長の方向成長の方向
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１．０５年度事業環境トピックス

０５年度の事業環境トピックス①
～原油／ナフサ価格推移～

０５年度の事業環境トピックス①
～原油／ナフサ価格推移～
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（＄／ｂｂｌ）

国産ナフサ

（円／ｋｌ）

＜ナフサ価格変動の影響＞ナフサ価格1,000円／ｋｌの上昇で、約６０億円／年のコストアップ

自助努力の限界を超えるナフサ価格の上昇

7,800円／ｋｌ

（約27％）上昇

10,100円／ｋｌ

（約27％）上昇

ＰＥ、ＰＰ価格決定ベース
のナフサ価格

（丸数字は値上げの実施）

05年度

①
②

③

④

①

②

WTI原油価格国産ナフサ価格

04年度

29,100円

36,900円

47,000円

03年度

36,900円
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１．０５年度事業環境トピックス

０５年度の事業環境トピックス②
～海外拠点売上高・営業利益の状況～

０５年度の事業環境トピックス②
～海外拠点売上高・営業利益の状況～

海外拠点営業利益の割合は、大幅に増加

海外拠点売上高 海外拠点営業利益
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１．０５年度事業環境トピックス

０５年度の事業環境トピックス③
～中国の石化産業の状況～

０５年度の事業環境トピックス③
～中国の石化産業の状況～

中国の主要石化製品の輸入が、０５年度は減少の見込み
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＜中国の主要石化製品の輸入量推移＞（単位：百万ｔ）
前年比▲２％

（中国輸入通関統計より作成）
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１．０５年度事業環境トピックス

０５年度の事業環境トピックス④
～ＰＴＡの中国向け輸出の状況～

０５年度の事業環境トピックス④
～ＰＴＡの中国向け輸出の状況～

原料（PX）の高止まりにより、ＰＴＡ需要変動幅が拡大
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スプレッド
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１．０５年度事業環境トピックス

０５年度の事業環境⑤
～ＴＤＩ（ウレタン原料）の中国向け輸出の状況～

０５年度の事業環境⑤
～ＴＤＩ（ウレタン原料）の中国向け輸出の状況～
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05年1月 05年2月 05年3月 05年4月 05年5月 05年6月 05年7月 05年8月 05年9月 05年10月

アジアにおけるＴＤＩ生産能力

千ｔ／年

1 三井武田ケミカル 240
2 ＢＡＳＦｶﾝﾊﾟﾆｰ（韓国） 160
3 韓国ＫＦＣ（韓国） 90
4 ＤＣ化学（韓国） 50
5 南亜ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽ（台湾） 3005年度

ＴＤＩ輸出価格①

ＴＯＬＵＥＮ価格②

スプレッド
（①－②） ＴＤＩ中国輸出量

（＄／ｔ）

ＴＤＩ需要減少により悪化していた交易条件は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改善方向ヘ
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１．０５年度事業環境トピックス

０５年度の事業環境トピックス⑥
～プラズマディスプレイパネルの状況～

０５年度の事業環境トピックス⑥
～プラズマディスプレイパネルの状況～

プラズマディスプレイパネルは、

　　　　　　　　　　　需要は拡大するも価格は下落。

＜世界のＰＤＰ需要数量・価格推移見通し＞ ＜当社ＰＤＰフィルターの販売数量

　　　　　　　　　　　　　　　　・価格推移見通し＞（万台）
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２．中間決算概要と決算予想

上／０５期連結決算の概要①上／０５期連結決算の概要①

（単位：億円）

上/04期 上/05期
決　算 決　算

売 上 高 5,888 6,936 1,048 18% 

営 業 利 益 295 233 △ 62   △21% 

経 常 利 益 281 242 △ 39   △14% 

特 別 損 益 △ 257 60 317 -

中 間 純 利 益 △ 58 172 230 -

為替ﾚｰﾄ(円/＄) 110 109 △1 
国産ﾅﾌｻ(円/KL) 30,200 38,000 7,800 

有 利 子 負 債 4,594 4,199 △395   △9% 

株 主 資 本 3,742 4,289 547 15% 

総 資 産 11,805 12,681 876 7% 

摘　　　　要 増　減 増減率

1010



２．中間決算概要と決算予想

上／０５期連結決算の概要②上／０５期連結決算の概要②

＜セグメント別営業利益の内訳＞ （単位:億円）

上/04期 上/05期 増減内訳

決   算 決   算 数量差 交易条件 固定費差 (内定率法) 備考

機能化学品 37 33 △4 7 △9 △2 (△6)
※1：PDPﾌｨﾙﾀｰ、

NF3

機 能 樹 脂 27 △2 △29 △17 7 △19 (△4) ※2：TDI

基礎化学品 131 134 3 △3 23 △17 (△9)

石 油 化 学 96 71 △25 80 △4 △101 (△11)
※3･4：ﾌﾟﾗｲﾑﾎﾟﾘﾏｰ

設立

そ の 他 2 △4 △6 △1 1 △6 (0)

消 去 2 1 △1 0 △1 0 (0)

合　　　計 295 233 △62 66 17 △145 (△30)

セグメント 増　減

*1

*2

*3 *4

1111
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２．中間決算概要と決算予想

０５年度連結決算予想①０５年度連結決算予想①

（単位：億円）

04年度 05年度
決 算 予 想

売 上 高 12,275 15,000 2,725 22% 

営 業 利 益 805 700 △105   △13% 

経 常 利 益 797 700 △97   △12% 

特 別 損 益 △250 20 270 -

当 期 純 利 益 262 420 158 60% 

為替ﾚｰﾄ(円/＄) 108 110 2 
国産ﾅﾌｻ(円/KL) 32,150 42,500 10,350 

摘　　　　要 増　減 増減率
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２．中間決算概要と決算予想

０５年度連結決算予想②０５年度連結決算予想②

＜セグメント別営業利益の内訳＞ （単位:億円）

０４年度 ０５年度 増減内訳

決   算 予   想 数量差 交易条件 固定費差 (内定率法) 備考

機能化 学品 91 100 9 34 △15 △10 (△20)
※1：PDPﾌｨﾙﾀｰ、

NF3

機 能 樹 脂 85 70 △15 22 △8 △29 (△10) ※2：ｴﾗｽﾄﾏｰ

基礎化 学品 360 270 △90 29 △86 △33 (△20)

石 油 化 学 254 250 △4 168 51 △223 (△30)
※3･4：ﾌﾟﾗｲﾑﾎﾟﾘﾏｰ

設立

そ の 他 13 10 △3 △1 4 △6 (0)

消 去 2 0 △2 △2 △1 1 (0)

合　　　計 805 700 △105 250 △55 △300 (△80)

セグメント 増　減

*1

*2

*3 *4
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情報・電子材料 ヘルスケア材料

機能性ポリマーズ

アロマチェーンプロピレンチェーン

３．量的拡大から質的拡大への転換
　　　　　　　　　　　　　　－石化・基礎化分野の収益力強化ー

３．量的拡大から質的拡大への転換
　　　　　　　　　　　　　　－石化・基礎化分野の収益力強化ー

機能性材料分野
◇ 拡大・成長

石化・基礎化分野

◇ 競争力の母体

◇ 収益力強化
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３．量的拡大から質的拡大への転換

－石化・基礎化分野の収益力強化－

プロピレンチェーンの収益力強化プロピレンチェーンの収益力強化

05年度以降の動き注）

原料原料

オレフィンオレフィン

誘導品誘導品

◇ 分解原料の多様化（重質原料の使用）
　　・出光興産との提携/協調を検討中

◇ プロピレンセンター化（ＯＣＵ設置）
　　・大阪工場（04．10）
　　・市原工場（検討中）

◇ プライムポリマーの発足（05.4：ＰＥ　710千ｔ、ＰＰ　1,360千ｔ）
◇ ＰＰ自動車材の拡大
　　・中国　営業運転開始（05.7：15千ｔ）
　　・タイ　能力増強（05.6：40千ｔ→48千ｔ)
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３．量的拡大から質的拡大への転換

－石化・基礎化分野の収益力強化－

アロマチェーンの収益力強化アロマチェーンの収益力強化

05年度以降の動き注）

◇ 原料系の強化
・クメン　完全自製化（04.10　大阪）
・ベンゼン ⇒　出光との提携（06年央　市原）

◇ 拡大

現能力 （能力、単位：万ｔ/ｙ）
・ＰＴＡ　 ﾀｲ 90    ⇒ 140 （05.8完工　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　05.11営業運転開始）

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 45
中国 0    ⇒ 60 （投資認可申請中）

・ＰＥＴ　 ﾀｲ 10    ⇒ 15 （検討中）
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 8

・ＰＨ　 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ　 25   ⇒ 30 （検討中）
　　　　　　日本　　　　 50   ⇒ 53 （検討中）
・ＢＰＡ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ　 23

中国 0  ⇒ 12 （ＦＳ推進中）　　　　　

収益力強化に向け、最適な拠点で能力増強
（次期アジア拠点検討）

ア

ジ

ア

アジア地域への拡大

日
本
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アロマチェーンの収益力強化②
～アジア地域におけるアロマチェーンの拡大状況～

アロマチェーンの収益力強化②
～アジア地域におけるアロマチェーンの拡大状況～

３．量的拡大から質的拡大への転換

－石化・基礎化分野の収益力強化－

ペットネシア レジンド

アモコ三井ＰＴＡ

ＰＴＡ

フェノール、ＢＰＡ ＰＥＴ樹脂

タイＰＥＴレジン

サイアム三井ＰＴＡ

三井ビスフェノール シンガポール

三井フェノール シンガポール

PTA ４５万t/ｙ

PET ８万t/ｙＰＴＡ　＋５０万ｔ／ｙ →１４０万ｔ／ｙ　
完工０５年８月、営業運転０５年１１月

ＰＴＡ 新会社 （江蘇省、張家港）
60万t/y、営08年＜申請中＞

ＢＰＡ 新会社 （上海）
12万t/y、営07年＜ＦＳ中＞

ＰＥＴ樹脂　１０万ｔ／ｙ　営業運転０４年４月

１０→１５万ｔ／ｙ（+5万ｔ／ｙ）増強

＜検討中＞

フェノール　＋２５ →30万ｔ／ｙ

（+5万ｔ／ｙ）増強＜検討中＞
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海外売上高・海外生産営業利益（０３～０７年）海外売上高・海外生産営業利益（０３～０７年）

３．量的拡大から質的拡大への転換

－石化・基礎化分野の収益力強化－

1,838
2,337

2,879 2,643
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2,009
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０３決算 ０４決算 ０５予想 ０７目標

海外生産

輸出
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29 35
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350

０３決算 ０４決算 ０５予想 ０７目標

機能性材料

石化・基礎化

その他

　３２％　 　３５％ 　　　３５％　　　　　　　　　４１％ 　２９％　　　２３％　　 ２７％　　　　　　　　 ３１％

(*)： SMPC、MPHS、MELS、MBS、他

192

5,316
307

5,316

（億円）

－海外生産営業利益－－海外売上高－
内、アジア拠点(*)：１，６１８億円

内、アジア拠点(*)：１６８億円

連結売上高に対する割合 連結営業利益に対する割合
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３．量的拡大から質的拡大への転換
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－機能性材料分野の拡大加速ー

情報・電子材料 ヘルスケア材料

機能性ポリマーズ

アロマチェーンプロピレンチェーン

ポリマー技術及び

加工技術

（塗る､貼る､重ねる）

機能性ポリマー

チェーンの形成

３．量的拡大から質的拡大への転換
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－機能性材料分野の拡大加速ー

機能性材料分野

石化・基礎化分野

◇ 競争力の母体

◇ 収益力強化
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機能性ポリマー及び機能性ポリマー製品群機能性ポリマー及び機能性ポリマー製品群

３．量的拡大から質的拡大への転換

－機能性材料分野の拡大加速－

ＥＢＩＴＤＡ額：億円（０４年度）＊

＜ＭＣＩグループ計：1,700＞

製　品 技　術

[基礎原料]

[化学品]

[素材]

[部材]

＜触媒科学＞

＜有機合成化学＞

＜高分子化学＞

＜複合化・アロイ化＞

＜機能化＞

（塗る・貼る・重ねる）

石化製品 合繊・エンプラ
原料

機能性ポリマー

機能性ポリマー

製品群

エラストマー、ＡＰＥＬ、

ＡＲＬＥＮ、ＴＰＸ、

ＰＰコンパウンド、

ウレタン

ＰＤＰﾌｨﾙﾀｰ、

ｼﾙﾊﾞｰﾘﾌﾚｸﾀｰ、

トナー樹脂、ＦＰＣ、

ｲｸﾛｽﾃｰﾌﾟ、ﾍﾟﾘｸﾙ、

不織布

自動車
情報・電子 ヘルスケア

＜成型＞

ＰＥ、ＰＰ

ＰＴＡ、ＰＨ、
ＢＰＡ

350 450

350

200

（アロマ系）（オレフィン系）

原　　料
＊ＥＢＩＴＤＡ=セグメント別営業利益＋償却費
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３．量的拡大から質的拡大への転換

－機能性材料分野の拡大加速－

機能性ポリマー分野拡大の具体的展開機能性ポリマー分野拡大の具体的展開

ポリマーシステム
他

ポリマーシステム
他

◇新設・増設
　・液晶用ｼｰﾙ剤設備新設（05.1　茂原）
　・ウレタン塗料硬化剤設備新設（06.7：17千ｔ
　　中国天津）
　・天寰ポリウレタン子会社化（05下期）
　・ウレタン系接着剤増設（06上期：8.7→
　　11.4千ｔ　マレーシア）

◇増強
・ＴＰＸ増強（05.10：7.5→13千ｔ／年　岩国）
・ＡＰＥＬ増強（05.11：2.8→3.4千ｔ／年　岩国）

◇新設・増設
・ＥＰＴ増設（07.10：45→120千ｔ／年　市原）
・ｴﾗｽﾄﾏｰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ会社設立（06.1：ドイツ）
◇新製品
・タフマ－ＸＭシリーズ発売（05.4）
・ノティオ発売（05.11）
・液状ＥＰＴ発売（06年）

＜売上目標＞

＜300億円＞

＜100億円＞

＜100億円＞

多
目
的
セ
ミ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
し

市
場
開
発
加
速

エラストマーエラストマー

特殊ポリオレ
フィン

特殊ポリオレ
フィン

（07.1稼動開始　岩国）
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３．量的拡大から質的拡大への転換

－機能性材料分野の拡大加速－

機能性ポリマー製品群拡大の具体的展開機能性ポリマー製品群拡大の具体的展開

◇新設・増強
・衛材用 通気フィルム新設（06.5：6千ｔ／年 タイ）
・衛材用 不織布増強（07予定：14→34千ｔ／年 タイ）

　・三井化学クロップライフ設立（農薬３社統合：05.7）
◇新製品
　・高性能光触媒の販売開始（06）

◇増強
・ＰＤＰ光学フィルター（フィルムタイプ）増強

　　（06.4：84→180万枚／年　名古屋）
　・太陽電池封止シート増強（06.4：5.2→9.2千ｔ／年）
　・トナーバインダー増強（05.2　能力３割増強　茂原）
　・ＮＦ３増強（05.10：600→900ｔ／年、
　　07～08予定：600ｔ／年増）

＜売上目標＞

＜200億円＞

＜100億円＞

情報・電子
材料

情報・電子
材料

ヘルスケア
材料

ヘルスケア
材料
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目 次目 次

１．０５年度事業環境トピックス
　　（ナフサ価格、中国、ＰＤＰフィルター）

２．中間決算概要と年度決算予想

３．量的拡大から質的拡大への転換
　　　　　
４. ＣＳＲへの取り組み

＜５．参考資料＞
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４．CSRへの取り組み

ＭＣＩグループの具体的なＣＳＲ活動ＭＣＩグループの具体的なＣＳＲ活動

経 済

環 境

●高品質の製品・ｻｰﾋﾞｽの提供　　
●配当/株価を通じた株主価値の向上

●レスポンシブル・ケア活動　
●環境配慮型ビジネスの展開

　

　　　　　　　　　　　　　

社 会
●各事業所での地域活動
●触媒科学シンポジウム
●リスク管理活動　　　　　　
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４．CSRへの取り組み

ＣＳＲ推進体制の整備ＣＳＲ推進体制の整備

　　　　　　　　　　　　

経営会議ＣＳＲ（社会貢献）委員会

社会活動
委員会

リスク管理
（コンプライ

アンス）
委員会

ＣＳＲ室

＜ＣＳＲ室の役割＞
・ ＣＳＲ委員会事務局
・ 各活動の連携強化、統一性の確保
・ グループ社員への周知・浸透 等

（ 各ライン組織 ）

全事業所から選任した「ＣＳＲサポーター」（約２００名）の支援

委員長： 社長
委 員： 関連活動　

担当役員

社　長

レスポンシ
ブル・ケア

委員会

新設
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講演者内定

三井化学
第３回

三井化学
第３回 触媒科学国際シンポジウム触媒科学国際シンポジウム

The ３rd Mitsui Chemicals International Symposium on Catalysis Science (MICS2007)

重合触媒－現在そして未来ー
招待講演：

基調講演：

開催：
　２００７年３月１４～１５日

場所：
　かずさアカデミアホール　
　（木更津）

・Jordan教授 （シカゴ大学）
・Stevens氏 （ダウケミカル社）
・Kricheldolf教授 （ハンブルグ大学）
・Cavallo教授（サレルノ大学）
・野崎教授 （東京大）
・増田教授（京都大）
・田中氏（三菱化学）　他

受賞記念講演：
・三井化学触媒科学賞、同奨励賞受賞者

・レーン教授
(Prof. J. M. . Lehn)

仏 ルイ・パスツール大学
１９８７年ノーベル化学賞受賞
ＭＩＣＳ２００３の基調講演者

・グラブス教授
(Prof. R. H. Grubbus)

米 カリフォルニア工科大学
２００５年ノーベル化学賞受賞
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目 次目 次

１．０５年度事業環境トピックス
　　（ナフサ価格、中国、ＰＤＰフィルター）

２．中間決算概要と年度決算予想

３．量的拡大から質的拡大への転換
　　　　　
４. ＣＳＲへの取り組み

＜５．参考資料＞
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＜参考資料編＞

目 次

１．プロピレンチェーンの収益力強化
　（プライムポリマー、ＰＰ自動車材）

２．アロマチェーンの収益力強化
　（ＰＴＡ、ＰＥＴ、フェノール・ビスフェノールＡ）

３．機能性ポリマー分野の具体的展開
　（多目的セミコマーシャルプラント、ＥＰＴ、三井ＥＰＴ－Ｌシリーズ、
　　タフマーＸＭ、ノティオ、ＴＰＸ、アペル）

４．機能性ポリマー製品群の具体的展開
　（ＰＤＰ光学フィルター「フィルファイン」、太陽電池封止シート
　　「ソーラーエバ」、ＮＦ３、高機能光触媒）
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１．プロピレンチェーンの収益力強化

284

318
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1,076

1,360

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

ｻﾝｱﾛﾏｰ

住友

出光

三井

JPP

PRM

(千T)

174

163

10

125

130

208

334

475

51

110

158

56

60

246

306

364

146

119

180

172

152

170

70

420

197

174

282

300

330
333

190
624

710
1259

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

KPE

宇部

旭

ユニカｰ

住友

東ソー

出光

三井

PRM

JPE

HD

LL

LD

(千T)

PE

シェア20%

PP

シェア45%

設立 05年4月1日（三井化学65％：出光興産35％）

売上高  2,900億円（０５年度目標）

プライムポリマーの設立プライムポリマーの設立参考資料
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１．プロピレンチェーンの収益力強化

タイ

（50千ｔ）

アメリカ

ドイツ

（10千ｔ） 日本

（300千ｔ）

メキシコ

170千ｔ

全世界ＰＰコンパウンド生産能力：
約５６万ｔ（０５年度）

PP自動車材のグローバル展開PP自動車材のグローバル展開

150

250

350

450

550

650

03 04 05 06 07

日本 米国 メキシコ 欧州 タイ 中国

＜当社ＰＰコンパウンド生産能力＞（千トン）

555千ｔ

三井化学複合塑料（中山）有限公司

０５年７月営業運転開始：15千ｔ／年

参考資料

上海

（10千ｔ）

366千ｔ
387ｔ

585千ｔ
635千ｔ
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２．アロマチェーンの収益力強化

PTA生産能力の拡大PTA生産能力の拡大参考資料

71 75 75 75 75

42 45 45 45 45

80
90

140 140 140

0

50

100

150

200

250

300

０３ ０４ ０５ ０６計 ０７計

日本 インドネシア タイ

＜タイ＞
SIAM MITSUI PTA CO., LTD
９６年　　３５万ｔ
００年　　４０万ｔ（+５万ｔ）
０２年　　８０万ｔ（+４０万ｔ：２号機）
０４年　　９０万ｔ（+５×２＝１０万ｔ）
０５年　１４０万ｔ（+５０万ｔ：３号機）

ＰＴＡ新会社
（江蘇省、張家港）

６０万ｔ／年
＜申請中＞

＜インドネシア＞
PT. AMOCO MITSUI 
PTA INDONESIA

＜日本＞
三井化学

50

310

60
（万ｔ／年）

（０８計）

193
210

260



33

２．アロマチェーンの収益力強化

PET生産能力の拡大PET生産能力の拡大参考資料

14.8 14.8 14.8 14.8 14.8

7.5 8.0 8.0 8.0 8.0
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日本 インドネシア タイ

（万ｔ／年）

22.3

32.8
37.8

5
（
検
討
中
）

＜タイ＞
THAI PET RESIN CO., LTD
（０4年４月営業運転開始）

＜インドネシア＞
PT. PETNESIA 
RESINDO

＜日本＞
三井化学
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２．アロマチェーンの収益力強化

フェノール／ビスフェノールＡの生産能力拡大フェノール／ビスフェノールＡの生産能力拡大参考資料

＜フェノール＞ ＜ビスフェノールＡ＞

＜日本＞
+３万ｔ／年（検討中）

50 50 50 53 53 53

25 25 25
25 30 30

0

20

40

60

80

100

０３ ０４ ０５ ０６計 ０７計 ０８計

日本 シンガポール

＜シンガポール＞
+５万ｔ／年（検討中）

（万ｔ／年）

75
8378

3

5

＜中国＞
ＳＩＮＯＰＥＣとのＪＶ
（ＦＳ中）

21 21 21 21 21

21 23 23 23 23

12

0

10

20
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40

50
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０３ ０４ ０５ ０６計 ０７計

日本 シンガポール 中国計画

（万ｔ／年）

42 44

56

＜MITSUI PHENOL SINGAPORE PTE. LTD.＞

（２５万ｔ／ｙ）および　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜MITSUI BISPHENOL SINGAPORE PTE.LTD＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３万ｔ／ｙ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→０６．１合併に向けて手続中
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３．機能性ポリマー分野の具体的展開

参考資料 多目的セミコマーシャルプラントの設置

市場開発玉の生産市場開発玉の生産

本プラント生産（上市）本プラント生産（上市）

技術・製品開発（ラボ~ベンチ）技術・製品開発（ラボ~ベンチ）

迅速な
フィードバック

より早く
タイムリーに供試

サンプル出荷、実機での評価、
開発部門へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ迅速化

サンプル出荷、実機での評価、
開発部門へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ迅速化

多目的セミコマーシャルプラント

本格生産プラントの高稼働率
立ち上げ

本格生産プラントの高稼働率
立ち上げ

プロセス開発　製品試作（中試）プロセス開発　製品試作（中試）

＜計画の概要＞

１．生 産 品： 新規機能性オレフィンポリマー

２．能 　力： 2トン／日程度

４．スケジュール： 完　　　工　‘０６年末

　　　　　　　　　　　 供試開始　 ‘０７年初
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３．機能性ポリマー分野の具体的展開

参考資料 ＥＰＴの用途

【ホース】 【型物（防振ゴム）】

【グラスランチャンネル(GRC)】 【ウェザーストリップスポンジ(W/S)】

【内装表皮】
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３．機能性ポリマー分野の具体的展開

参考資料 ＥＰＴの増設

Ａ社
25%

三井化学
20%

Ｂ社
20%

その他
35%

0

50

100

150

200

０４ ０８ １２ ０４ ０８ １２ ０４ ０８ １２ ０４ ０８ １２

＜ＥＰＴ市場動向＞（千ｔ）

（年）

日本 アジア 米国 欧州

年
率

６％

＜増設計画の概要＞

１． 製　　　　　　品：　ＥＰＴ（エチレン・プロピレン・ターポリマー）

２． 生　産　能　力：　７５千トン／年増設（既存45千トン→120千トン）

３． 技　　　　　　術：　自社技術（メタロセン触媒使用）

４． 総　投　資　額：　約２００億円

５． スケジュール ：　着工　０６．８

　　　　　　　　　　　　　　　完 工 ０７．１０

＜アジアにおけるＥＰＴ競合状況＞

３５％（２０１２年）
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三井EPT　Lシリーズ　－　液状EPT－　　　　　　＜新製品＞三井ＥＰＴ　Ｌシリーズ　－液状ＥＰＴ－参考資料

３．機能性ポリマー分野の具体的展開

三井EPT　Lシリーズは、当社特有の

液状ポリオレフィン重合・製造技術により

創出した常温下で液体状のEPTです

三井EPT　Lシリーズの特長 展開が期待される用途例

低揮発成分

高耐候性

良流動性 電子・電気製品用
高精度シール部品

建築・土木用
高耐候性シーリング材室温硬化性



３．機能性ポリマー分野の具体的展開

PPフィルムのヒートシール層に
用いる場合、低温ヒートシール
可能で、かつ優れた耐ブロッキ
ング性を発揮

高速包装可能領域

既存品既存品
↓
劣

優
↑

高温　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低温　ヒートシール開始温度　

耐
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ
性

★ 高速包装対応ﾌｨﾙﾑを提供

ﾒﾀﾛｾﾝ触媒を用いたﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ系新規ｴﾗｽﾄﾏｰﾒﾀﾛｾﾝ触媒を用いたﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ系新規ｴﾗｽﾄﾏｰ

＜新製品＞タフマー ®ＸＭ参考資料

耐ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ性
阻害成分

（べたつき成分）

ヒートシール
阻害成分

タフマータフマー®® XMXM

既存品既存品

溶出温度→

↑
存
在
比
率

特　　徴

均質で、品質阻害
成分が極めて少な
いポリマー

用　途

88 ﾋｰﾄｼｰﾙ○○タバコ

39



＜新製品＞ノティオ参考資料

３．機能性ポリマー分野の具体的展開

ナノ結晶構造制御型エラストマー

ノティオの構造イメージ

10～50nm10～50nm0.1~1μm0.1~1μm

従来の
　オレフィンゴム

結晶がナノオーダー
で網目構造を形成

特徴
ナノオーダーで結晶構造を
制御することにより、高次
元の性能バランスを実現

ノティオの物性
用　途

0

1

2

3

4

5

6

耐熱性

ゴム弾性

軽量性透明性

環境適合性

NOTIO
従来ｵﾚﾌｨﾝｺﾞﾑ
ｽﾁﾚﾝ系ｺﾞﾑ
軟質塩ビ

・高い耐熱性
　 ⇒食品包材等の高機能ﾌｨﾙﾑ

・優れたゴム弾性
　 ⇒産業用ﾁｭｰﾌﾞ、ｷｬｯﾌﾟﾗｲﾅｰ

その他、樹脂改質剤としても　

　電気電子、建材など多岐に亘　
　る展開が可能

40
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３．機能性ポリマー分野の具体的展開

ＴＰＸの特徴・用途参考資料

ＴＰＸ® ：メチルペンテンコポリマー

離型フィルム（ｵﾋﾟｭﾗﾝ® ）、ＬＥＤ製造用樹脂型、

ﾍﾞｰｷﾝｸﾞｶｰﾄﾝ、剥離紙、ゴムホース製造用シース

　耐熱性、透明性、耐薬品性

　安全性(食品衛生上)､剥離性

用　途

（４‐メチルペンテン－１をベースとするオレフィンポリマー）

エポキシ樹脂
（接着剤）銅板

ポリイミド
（保護ﾌｨﾙﾑ）

加熱
ﾌﾟﾚｽポリイミド

（基材ﾌｨﾙﾑ）

オピュラン®

接着剤熱硬化

オピュラン® の機能は、

接着剤はみ出し防止

冷却後、離型（剥離）

耐熱性必要

FPC

FPC基板使用

フレキシブルプリント基板製造工程において、回路の保護を目的とする離型フィルムとして用います。

特　　徴



42

３．機能性ポリマー分野の具体的展開

ＴＰＸの増強参考資料

ＦＰＣ製造用離型ﾌｨﾙﾑ市場ｼｪｱＦＰＣ製造用離型ﾌｨﾙﾑ市場ｼｪｱ

ＰＰ
５％

フッソ系
1５％

TPX
８０％

耐熱性､離型性を活かし､
コストパフォーマンスで高シェア

耐熱性､離型性を活かし､
コストパフォーマンスで高シェア
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出典：富士ｷﾒﾗ総研調べ

年率成長率：２０％

億円トン

＜ＦＰＣﾍﾞｰｽﾌｨﾙﾑ(ﾎﾟﾘｲﾐﾄﾞ等)の需要予測＞

TPX
８０％

＜増強の概要＞

１．製　　　　　　品：　TPX® （メチルペンテンポリマー）

２．生　産　能　力：　5.5千トン／年増強（既存7.5千トン→13千トン）

３．技　　　　　　術：　自社技術

４．スケジュール ：　着工　05.5末

　　　　　　　　　　　　 商業運転開始 05.10
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３．機能性ポリマー分野の具体的展開

アペルの特徴・用途参考資料

アぺル®
　：　環状オレフィンコポリマー（COC)

用　途

① ② ③

特　徴

・光学特性　　　　　
　(高屈折率･低複屈折)

・寸法安定性

・防湿性、耐薬品性

◆光学製品

　①ＤＶＤ用ピックアップレンズ
　②レーザープリンター用fθレンズ他
◆医療用容器･包装

　③プレフィルドシリンジ・PTP等
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３．機能性ポリマー分野の具体的展開

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

2004 2005 2006 2007 2008

ＤＶＤ用ピックアップレンズの需要増に対応

＜ＤＶＤドライブ搭載機器出荷台数見通し＞（億台）

出典：光ディスクレポート2005、

　　㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞｻｰﾍﾞｲ社

アペルの増強参考資料

＜増強計画の概要＞

１．製　　　　　　品：　アペル® （環状オレフィンコポリマー）

２．生　産　能　力：　600トン／年増強（2,800ﾄﾝ/年→3,400ﾄﾝ/年）

３．技　　　　　　術：　自社技術

４．スケジュール ：　着工　‘０５年１０月

　　　　　　　　　　　　　完工　 ‘０５月１１月（１２月商業運転開始）
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４．機能性ポリマー製品群の具体的展開

ＰＤＰ光学フィルター（フィルムタイプ）の特徴参考資料

ガラス基板タイプ（フィルトップ® ）に加えて、新たにフィルムタイプ
（フィルファイン® ）をラインアップ

1cm

【従来のガラスタイプ】【フィルムタイプ】

ﾊﾟﾈﾙへ直接貼合

ＰＤＰ

ﾌｨﾙﾀｰ（ﾌｨﾙﾑﾀｲﾌﾟ）

ＰＤＰ

ﾌｨﾙﾀｰ（ｶﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ）

より軽く（１／１２）、より薄く（１／１０）、より鮮明に

よりクリアな画像

【従来のガラスタイプ】【フィルムタイプ】
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４．機能性ポリマー製品群の具体的展開

ＰＤＰ光学フィルター（フィルムタイプ）の増強参考資料

＜増強計画の概要＞

１．製　　　　　　品：　フィルファイン® （ＰＤＰ光学フィルターフィルムタイプ）

２．生　産　能　力：　96万枚／年増強（84万枚／年→180万枚／年）

３．完　　　　　　工： 　06．4

三井化学
35%

Ａ社
24%

Ｂ社
13%

Ｃ社
13%

Ｄ社
11%

その他
4%

＜ＰＤＰ光学フィルターの世界シェア＞

（ガラスタイプ・フィルムタイプ合算）

（万台）
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需要数量

＜ＰＤＰの需要数量（世界）＞



４．機能性ポリマー製品群の具体的展開

太陽電池封止シート（ソーラーエバ）の用途参考資料

光 光

強化ガラス

ソ－ラ－エバ®　（太陽電池封止材シート）

セル（シリコン結晶）

バックシ－ト（高耐久性ｶﾞｽﾊﾞﾘｱ性ＰＥＴﾌｨﾙﾑ）

セル（シリコン結晶）

ソ－ラ－エバ®　（太陽電池封止材シート）

セル（シリコン結晶）

＜セル（シリコン結晶）の構成＞

Ｎ型半導体（－）

Ｐ型半導体（＋）

太陽電池封止シート（ソーラーエバ® ）：

太陽電池セルをバックシートと強化ガラスで挟む際の封止材に用いる
エチレン酢酸ビニル共重合体（EVA）製のシート

＜太陽電池の構造＞

ソーラーエバ

47
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４．機能性ポリマー製品群の具体的展開

太陽電池封止シート（ソーラーエバ）の増強参考資料
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Ｃ社

19%
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４０％
成
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＜太陽電池封止材の世界シェア（０４年）＞

＜増強計画の概要＞

１．製　　　　　　品：　太陽電池封止シート（ソーラーエバⓇ）

２．生　産　能　力： 4,000トン／年増強（太陽電池５７０MW相当）

　　　　　　　　　　　　 （5,200トン／年→9,200トン／年）

３．スケジュール ： 着工　05.8 

　　　　　　　　　　　　 完工　 06．3（商業運転開始　06.4）
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４．機能性ポリマー製品群の具体的展開

ＮＦ３の増強参考資料

SiH4

SiH4

F F

NF3

Si ウェハー

プラズマCVD装置

Si Si

Si
SiF4+N2

Siの成膜NF3によるクリーニング

SiH4 → Si + 2H2

フッ素の生成：NF3 → 3F+ 1/2N2
堆積物のガス化：Si + 4F → SiF4

内壁に堆積したSi

H2
H2

Si Si

Si
H2 H2

SiF4

Si Si

SiF4

F N2
N2

N2 N2

＜ＮＦ３の用途＞

MCIMCIプロセス（電解一段法）プロセス（電解一段法）

HF

NH3
NF3電解 精製 充填

（製品）

（（F2F2ニ段法）ニ段法）

HF 電解 反応 NF3 精製1 充填精製2
F2

NH3

（3N） （4N） （製品）

MCIプロセスはF2二段法に対して
　　１．コンパクトな設備
　　２．プロセスがシンプル
　　３．建設期間が短い

コスト競争力
が高い

＜当社製造プロセスの優位性＞
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2,000

3,000

4,000

5,000

04年度 05年度 06年度 07年度

三井化学

22%

Ａ社

32%

Ｂ社

21%

Ｃ社

6%

その他

19%

＜ＮＦ３の競合状況（０５生産能力シェア）＞ ＜ＮＦ３の世界需要＞（ｔ）

年率２０％を超える成長

（05.10：600ｔ／年

　　　　　→900ｔに増強）

＜＋600ｔ増強検討中＞
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４．機能性ポリマー製品群の具体的展開

＜新製品＞高機能光触媒参考資料

＜分解活性の比較＞ ＜光触媒応用製品の市場予測＞＜光触媒とは＞
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分解率/%

A社品 B社品 当社品

　　　　　　　　 　　　
　①有機物の分解 ②超親水（水をはじか

ない）
光 水滴

光酸化ﾁﾀﾝ

粒子

Ｏ2ー （ｽｰﾊﾟｰｵｷｻｲﾄﾞｱﾆｵﾝ）
*ＯＨ（ﾋﾄﾞﾛｷｼﾗｼﾞｶﾙ）

Ｏ2

H2O
有機物

分解

酸
化
チ
タ
ン
膜

酸
化
チ
タ
ン
膜汚れ

汚れを浮かせて
洗い流す作用

調査会社 市場規模（年）
三菱総研（'99年） 1兆円（'05年）

シー・エム・シー出版
（'02年）

1兆円（'06年）

環境省予測（'03年） 2兆円（'10年）

現状（04年度）約550億円

＜「光触媒フォーラム」調査＞

内装材分野

タイル・陶器

用　途

を中心に展開

当社の光触媒の特徴（従来品との比較）

①高活性

②高吸着性能

③高耐熱性

蛍光灯等の弱光下でも
有害物を吸着除去

タイル・陶器の製造工程
簡素化
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本資料の計画は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想であり、リス
クや不確実性を含んでおります。
従いまして、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性が
あります。

お問合わせ先 ： 三井化学株式会社 ＩＲ・広報室
住 所 ： 東京都港区東新橋１－５－２ 汐留シティセンター
電 話 ： ０３－６２５３－２１００
Ｆ Ａ Ｘ ： ０３－６２５３－４２４５
ホームページ ： http://www.mitsui-chem.co.jp
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